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研究成果の概要（和文）：本研究は、ドイツ観念論の哲学者F・W・J・シェリングの芸術哲学の風景画論におけ
る雰囲気（気分）概念に着目し、その概念史の検証と同時代の風景画への影響の考察を行った。
１）シェリングの講義『芸術の哲学』における雰囲気概念がロマン主義の思想家A・W・シュレーゲルから受容さ
れたものであることを両者の比較検討から明示した。２）シェリングのバイエルン王立造形芸術アカデミーでの
芸術実践活動を調査し、芸術哲学の理論を適用して同時代のJ・A・コッホの風景画を評価していることを示し
た。
以上の研究により、シェリング芸術哲学が同時代の思想的な相互影響関係の中で創成され、同時代の芸術に深く
関与していることを論証した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the concept of mood (die Stimmung in German) in the
 theory of landscape in the philosophy of art by F. W. J. Schelling, a philosopher of German 
idealism.
This research pursues the history of concept of mood and examines the influences on the landscape 
paintings at that time. First, this research clarified that Schelling accepted the concept of mood 
from A. W. Schlegel, one of the founders of German Romanticism, and developed it in his lecture 
entitled *Philosophy of Art* by comparing the two. Second, I surveyed his activities in the Academy 
of Fine Art in Munich, and I illuminated that he applied his theory of philosophy of art to the 
landscape paintings of his contemporary artist J. A. Koch, which he evaluated highly.
From the above survey results, this research demonstrates that Schelling's philosophy of art is 
based on the interactive relationship of Koch's contemporary works of art.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は雰囲気概念とシェリングの芸術実践に着目した考察により、従来のシェリング哲学研究が明確に議論し
てこなかった、シェリング哲学全体における芸術哲学の重要性を呈示した。初期の芸術哲学と中期以降のシェリ
ングの造形芸術アカデミーでの芸術実践活動とを繋ぐことで、シェリング芸術哲学と同時代の哲学および芸術と
の相互影響関係を明示した。シェリング芸術哲学の理論による作品の事例分析を行う本研究は、哲学と美学の両
領域の橋渡しとなり、従来の研究よりも実証的かつ応用的である。本研究によって、シェリング芸術哲学の哲学
史・美学史・美術史上の意義を再認識することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ドイツ観念論の哲学者 F・W・J・シェリング（1775-1854）は 1800~1807年に芸術に関する哲
学的議論を著作や講義で発表している。ただし、これらの主たる著作は同一哲学期に集中してい
るため、これまで哲学史・美学史から高い評価を得られなかった。しかし、同一哲学以降のシェ
リング哲学にも芸術の体系構造や芸術理論が含まれるという指摘もある（Jähnig 1966）。また近
年、シェリング自身の実際の芸術体験に基づく理論として、芸術哲学の具体的側面が注目されて
いる（Zerbst 2011, 松山 2015）。このような研究の背景から、研究代表者はこれまで、構想力概
念に着目して、シェリング芸術哲学を理論と作品分析の両面から研究を進め、シェリング哲学全
体における芸術哲学の重要性を論証してきた。具体的には、カント哲学の構想力との比較研究、
シェリング芸術哲学における構想力の独自性と初期自然哲学との関連性、シェリングの悲劇論
の分析、ドレスデン絵画館での芸術体験の理論への影響についての検討、などが挙げられる。研
究代表者のこれまでの研究を通して、シェリング芸術哲学の中の風景画論における「雰囲気（気
分）」（Stimmung）概念に関する研究の不十分性と、シェリング自身の 1808 年以降のミュンヘン
での芸術実践活動の詳細な調査が、先行研究に不足していることが明らかになった。 
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図 1 シェリング哲学の体系分類と芸術鑑賞・実践活動 
 

シェリングは『芸術の哲学』のジャンル論の中で雰囲気概念に着目して風景論を論じる。ドイ
ツ語の Stimmung は日本語で気分や雰囲気と訳されるが、自分の内的気分だけでなく、周辺や
環境の持つ外的雰囲気も意味する。シェリングは、人間が自然から全く異なる存在ではないとい
う視点に基づき、主観と客観との相互作用的な関係性が風景の本質に関連すると論じる。この点
で彼の議論は主観と客観、精神と自然を区別する西洋の伝統的な二元論的思考方法とは異なる
仕方で、我々に人間と自然の関係を再考する新たな視座を提供する。 
シェリング芸術哲学は初期ドイツ・ロマン主義との思想的影響関係が指摘されてきた。19 世
紀には C・D・フリードリヒなどのロマン主義の画家によって風景画が盛んに制作されるように
なる。19 世紀の風景画については近年美学や美術史からもアプローチが試みられ、風景画と雰
囲気概念の関連についての研究が登場している（Thomas 2010）。シェリング芸術哲学と風景画の
関係を主題とするシェリング・コミッションの会議（ミュンヘン、2011 年 6 月）が開催され、
シェリングの雰囲気概念を自然の産出性と風景画の関連から論じた研究（伊坂 2012）が出版さ
れるなど、研究が盛んになっている。しかし、シェリング風景画論の雰囲気概念に関する研究は
少なく、その内実を明らかにしているとは言えない。シェリングの雰囲気概念の独自性を把握す
るには、カントやヘーゲル、シュレーゲルなど同時代人からの雰囲気概念の影響作用史を明らか
にする必要がある。 
シェリングは 1798 年にドレスデン絵画館で多くの絵画作品を鑑賞している。研究代表者は、
チューリッヒ大学美術史学科 T・ヴェッディゲン教授の協力の下、ドレスデン絵画館やドイツ国
内外の図書館で調査を行い、シェリングの芸術体験を再構成してきた。調査を通して 1798 年以
後のシェリングの重要な芸術実践活動も明らかになった。シェリングは 1807 年の講演『造形芸
術の自然に対する関係について』の翌年から、新設のバイエルン王立造形芸術アカデミーの初代
書記長を 1821年まで務め、1827~1841 年までは学術収集品の主任保存官として、アカデミーの
規約作成や芸術作品収集に積極的に携わっている（Pareyson 1977）。1807 年の講演までのシェリ
ングの具体的な芸術体験については研究が進んでいるが（Zerbst 2011）、その後の芸術実践活動
には焦点が当てられていない。この芸術実践活動についての研究は、今後のシェリング哲学研究
史だけでなく、同時代の芸術家との関係という点で美学・美術史においても重要である。 
シェリング哲学研究はドイツを中心に精力的に行われており、日本のシェリング研究者は多
いとは言えない現状にある。ゆえに、シェリング芸術哲学研究の推進のためには、国内外の研究
者と協力して研究を進める必要がある。具体的には、国際会議への参加を通して海外の研究者と
積極的に交流し、研究の最新情報を得ることで自身の研究水準を向上させ、研究成果を発信する
ことが求められる。また、研究に不可欠な文献・資料の中には日本で入手困難なものも多いため、
年代の古い研究書や資料、最新文献をドイツ国内の図書館で調査することが肝要である。 
 
２．研究の目的 
シェリングは、講義『芸術の哲学』の風景画論において、風景の中に主観と客観の相互作用と
しての「雰囲気の統一」(die Einheit der Stimmung)を見出している。芸術哲学は理論と作品分析と



いう両面から芸術家の創造性を解明するゆえに、現代において芸術を考察する際にも有益な視
点を与える。シェリングの風景画論は、初期の芸術哲学の理論と、1808 年以降のバイエルン造
形芸術アカデミーでの芸術実践活動とを繋ぐ手掛かりとなる。以上の観点から、研究代表者は雰
囲気概念に着目して、シェリングと同時代の風景画の隆興と造形芸術アカデミーでのシェリン
グの具体的な芸術実践活動を検証し、理論と実践との両面からの研究により、シェリング芸術哲
学の哲学史的かつ美学史的な再評価に努める。 
研究代表者は本研究において次の点を明らかにする。（１）シェリング芸術哲学における雰囲
気概念の影響作用史を把握する。（２）シェリングと同時代の風景画の位置づけと作品の制作お
よび展示状況を精査する。（３）シェリングのドレスデンでの芸術体験とバイエルン造形芸術ア
カデミーでの活動について資料調査し、シェリングの芸術体験と実践活動を再構成する。（１）
～（３）の研究を通して、シェリングによる作品分析と実際の芸術作品とを照合し、シェリング
芸術哲学の理論と実践の交接点を探り、理論の応用可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
シェリング芸術哲学の一次文献の精読を進めると同時に、同時代の雰囲気概念についての概
念史研究と、シェリングの具体的な芸術体験とバイエルン造形芸術アカデミーでの芸術作品収
集などの実践活動に関する資料調査を行う。本研究を通して、シェリング芸術哲学の理論が芸術
作品分析や後の芸術実践活動に応用されていることを論証し、シェリング芸術哲学の理論と芸
術実践との相互影響関係を明示する。 
具体的な研究方法として以下の三点が挙げられる。（１）シェリング芸術哲学の雰囲気概念に
関連する、同時代の雰囲気概念についての概念史研究を行う。（２）同時代の風景画に関してド
イツの美術館および図書館での資料調査を行う。（３）シェリングの芸術鑑賞体験とバイエルン
王立造形芸術アカデミーでの実践活動に関して、国内外で資料調査を行う。（１）～（３）の調
査をもとに、シェリングの芸術哲学の理論と同時代の風景画およびシェリングの芸術実践活動
との接合点を探る。以上の研究方法によって得られた成果を国内外の学会・研究会で発表し、論
文として発表することにより、広く研究成果を社会に発信する。 
（１）同時代の哲学および美学における雰囲気概念史研究 
シェリング芸術哲学に関する一次文献（『超越論的観念論の体系』（1800 年)、『芸術の哲学』
（1802～03 年、1804～05 年）、『ブルーノ』（1802 年）、『造形芸術の自然に対する関係について』
（1807 年））の精読を進める。それと同時に、シェリングの雰囲気概念への他の哲学者からの影
響関係を把握するため、1800 年代前後の雰囲気概念に関する概念史を整理する。とくに、シェ
リング芸術哲学に内容的に大きな影響を与えた初期ドイツ・ロマン主義者の A・W・シュレーゲ
ルの『芸術論』の中の風景画論における雰囲気概念とシェリングのものとの比較研究を行う。 
（２）同時代の風景画に関するドイツの美術館および図書館での資料調査 
シェリングと同時代の風景画に関して作品制作の時代背景や展示状況の検証のため、ドレス
デンおよびミュンヘンの美術館（ミュンヘンのアルテ・ピナコテーク、ドレスデンのアルテ・マ
イスター）で資料調査を行う。シェリングと同時代の 18 世紀末から 19 世紀中頃までのドイツ
における風景画（C・D・フリードリヒ、P・O・ルンゲ、J・A・コッホ）の制作状況や評価につ
いて、美術館史や当時の批評家や芸術家による作品批評に関する資料を調査することで明らか
にする（Gerhart 2008）。シェリングと同時代人（ドイツ観念論および初期ドイツ・ロマン主義)の
芸術史観と芸術家に対する評価を比較検討し、シェリング独自の風景画を明確化する。 
（３）シェリングの芸術鑑賞とバイエルン王立造形芸術アカデミーでの実践活動の調査 
シェリングの風景画鑑賞体験に関わる、1798 年のドレスデン絵画館における風景画の展示状
況を調査する。その際、当時のドレスデン絵画館の風景画の展示状況を、ヴェッディゲン教授の
デジタル技術によってドレスデン絵画館を再構成した研究を利用し、再構築する（Weddigen 2009, 
Savoy 2006）。ミュンヘンでの 1807年のアカデミー講演以降に行われた、バイエルン王立造形芸
術アカデミーでのシェリングの芸術実践活動について、ドイツ国内の図書館（ミュンヘン州立図
書館、シェリング・コミッション図書室、ミュンヘン造形芸術アカデミー）および美術館で資料
調査・収集を行なう。具体的には、シェリングが作成に関わったバイエルン王立造形芸術アカデ
ミーの規約や、『公衆新聞』に掲載された展覧会の作品批評、カタログを調査する。さらにバイ
エルン王立造形芸術アカデミーの成立と同時代の芸術に関する芸術哲学の理論と作品分析の関
係を検討する。シェリングの芸術体験および実践活動と作品分析を、芸術哲学の理論と照合し、
芸術哲学の応用可能性を検討する。 
 以上の研究を通して、シェリング芸術哲学が初期哲学に分類される一時期だけの理論ではな
く、中期以降のシェリングのバイエルン王立造形芸術アカデミーでの芸術作品収集や批評にも
応用されており、さらなる発展を遂げていることを文献と資料から論証する。 
 
４．研究成果 
 本研究成果として主に以下の三点が挙げられる。 
（１）シェリング風景画論における雰囲気概念の同時代のロマン主義からの影響 
シェリング芸術哲学に関する著作と同時代の雰囲気概念に関する文献の調査・整理・精読を行
い、シェリングの雰囲気概念についての同時代の思想家との影響作用史について研究を進めた。
その結果、シェリングの雰囲気概念がとりわけ A・W・シュレーゲルの『芸術論』における雰囲



気概念に由来するものであることを、両者の比較研究から明示した。その上で、シェリングが A・
W・シュレーゲルの雰囲気概念から「音楽的統一」という特徴を取り入れ、画家のみならず鑑賞
者にも認められる主観と客観の協働の中で生じる調和的な気分を表現する芸術として、風景画
を論じているということを論証した。この研究成果を、2017年 10月國學院大学で開催された第
68 回美学会全国大会において研究発表した。それを元に執筆した学術論文「シェリング風景画
論における気分」は雑誌『美学』（第 69巻第 1号、2018年）に採択された。 
（２）同時代の風景画家 J・A・コッホの風景画における雰囲気概念と自然の産出性 
シェリングが芸術哲学を論じる上でその議論に重要な影響を与えたと考えられる、同時代 18
～19 世紀の芸術論と絵画作品の制作・展示状況に関して調査を進めた。とりわけロマン主義の
風景画を含むシェリングと同時代の風景画に関する資料調査を行った。主な調査地としては、ド
イツのドレスデン・アルテ・マイスターおよびノイエ・マイスター、ミュンヘンのピナコテーク、
バイエルン州立図書館、ミュンヘン造形芸術アカデミーが挙げられる。調査を進める中で、ロマ
ン主義の風景画家 C・D・フリードリヒおよび P・O・ルンゲとシェリング芸術哲学との思想的な
親近性が見出されたが、それに以上に風景画家Ｊ・Ａ・コッホの風景画とシェリング芸術哲学と
の親和性が判明した。1811 年のバイエルン王立造形芸術アカデミー主催の展覧会に出品された
コッホの風景画を、調和的空間と自然の産出性を描き出す作品としてシェリングが高評してい
ることを書簡と当時の新聞から検証した。本研究成果を、2018 年 9 月にアメリカ・ハワイ大学
で開催された第 6 回北アメリカシェリング協会大会で、シェリングの風景画論における産出的
自然概念についての研究発表“Productive Nature of Landscape in Schelling's Philosophy of Art”として
報告した。本発表は同学会公式ジャーナル Kabiri（2020）に招待され、論文として掲載された。 
（３）シェリングの芸術鑑賞とバイエルン王立造形芸術アカデミーでの実践活動の再構成 
シェリングの芸術鑑賞とミュンヘンでの芸術に関わる活動についての調査を国内外の図書館
で行った。とりわけシェリングの芸術実践活動に関しては、ドイツ・ミュンヘンのバイエルン学
術アカデミーのシェリング・コミッションの協力によって、国内では入手困難なシェリング芸術
哲学とバイエルン造形芸術アカデミーに関する文献を収集することができた。これらの文献か
ら、シェリングによる造形芸術アカデミーでの講演とその後の芸術実践活動（批評、規約草案）
を比較し、シェリングが芸術哲学の理論をいかに発展させ、作品批評と芸術家の養成について論
じるに至ったかを論証した。2019年 10月ミュンヘンで開催された、国際シェリング協会とシェ
リング・コミッション共催の、シェリング芸術哲学に関する国際会議では、その研究成果として、
シェリングの『芸術の哲学』と『造形芸術の自然に対する関係について』の哲学的議論と、造形
芸術アカデミーでの活動との関連について報告した。シェリングが芸術ジャンルの中で風景画
を重視し、風景画家コッホにドイツにおける風景画の理想を見出していることと、芸術教育が社
会・共同体の形成と深く結びついていることを明示した。さらに、シェリングのバイエルン王立
造形芸術アカデミーでの書記長としての芸術実践活動について資料調査を進め、同時代の芸術
教育と芸術家に対してシェリングが与えた影響を検証した。 
以上の研究成果により、先行研究において検証が不十分だったシェリング芸術哲学と彼自身
の芸術実践活動・作品分析とが相互影響関係にあることを明らかにすることができた。このこと
により、シェリングの芸術に対する関心は初期の芸術哲学期以降も継続されており、芸術哲学の
理論が彼の芸術に関わる諸活動に応用されていることを証明した。本研究を通して、様々な国際
会議で精力的に研究発表を行い、ドイツを中心にアメリカやフランスなど国内外の研究者と最
新研究の情報交換と議論を行うことができた。シェリング研究のみならず、ドイツ観念論、ロマ
ン主義、美術史研究など幅広い学問領域の研究者と協力して研究を進めることができ、国際的な
研究者ネットワークの構築に繋がった。 
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